
○理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点から、理科の見方・考え方
を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事
物・現象について科学的に探究する学習を充実

○理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から、
日常生活や社会との関連を重視

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント

○物理基礎で学んだ事柄を日常生活と関連付けて理解することや、科学的に
探究する上で必要な基本的な知識の習得については、相当数の生徒ができ
ている。

○知識・技能を活用して、思考・判断・表現することや、実験で得られた
データを分析・解釈することに課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・学習内容の特質に応じて、観察、実験による検証、データの分析・解釈、
法則性の導出などを取り上げ、探究の過程を踏まえた学習活動のより一
層の充実を図る。

・生徒の考えを引き出し、互いに議論させた上で、物理学の基本となる原
理や法則とのつながりを意識させ、学びを振り返る機会を取り入れた学
習活動を設定する。その際、生徒がもつ経験的・直感的な概念を表出さ
せ、科学的な概念との整合性を検討する機会の充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト 高等学校/物理基礎）

「運動の法則について理解すること」の問題例（別紙１参照）
○今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視し
た。

〇台車の運動について、運動の法則に関する基本的な知識を問う問題を
出題。 【通過率78.7%】

「エネルギー資源の利用について理解すること」の問題例
（別紙２参照）
○今回の学習指導要領の改訂に当たり、日常生活や社会との関連を重視
した。

〇水力発電、火力発電、原子力発電、太陽光発電についての知識を問う
問題を出題。 【通過率78.8%】

「力学的エネルギーについて、仕事と関連付けて説明すること」
の問題例（別紙３参照）
○今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視し
た。

〇仕事に関する知識を活用して、仕事と力学的エネルギーの関係につい
て問う問題を出題。 【通過率29.8%】

「実験結果から、金属線の断面積と抵抗値の関係を見いだすこ
と」の問題例（別紙４参照）
○今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視し
た。

〇実験結果から、金属線の断面積と抵抗値が反比例の関係にあることを
見いだすための分析方法を問う問題を出題。 【通過率38.4%】

令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（理科 物理基礎）暫定版
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「運動の法則について理解すること」の問題例

【別添１】

【通過率 78.7％】

別紙１（問題例）

物理基礎 運動の法則について理解しているかを問う問題
〇 台車の運動について、運動の法則に関する基本的な知識を問う問題
この問題から、科学的に探究するために必要な知識（知識及び技能）の育成の状況についてみる。

(1)

 ２【正答】



「エネルギー資源の利用について理解すること」の問題例

【別添１】

【通過率 78.8％】

別紙２（問題例）

物理基礎 エネルギー資源の利用について理解しているかを問う問題
〇 水力発電、火力発電、原子力発電、太陽光発電についての知識を問う問題
この問題から、日常生活や社会との関連について理解の状況をみる。

(1)

 １【正答】



「力学的エネルギーについて、仕事と関連付けて説明すること」の問題例

【別添１】

【通過率 29.8％】

別紙３（問題例）

物理基礎 力学的エネルギーについて、仕事と関連付けて説明することを問う問題
〇 小球を手で支えながらゆっくりと移動させる時の力学的エネルギーの変化について、仕事と関連付けて説明することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

【正答】

(3)

 ２



「実験結果から、断面積と抵抗値の関係を適切に見いだすこと」の問題例

【別添１】

【通過率 38.4％】

別紙４（問題例）

物理基礎 実験結果から、金属線の断面積と抵抗値の関係を見いだすことを問う問題
〇 金属線の断面積の逆数と抵抗値の関係を分析し解釈することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

(2)

 １

【正答】



令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（理科 化学基礎）

○理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点から、理科の見方・考え方
を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事
物・現象について科学的に探究する学習を充実

○理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から、
日常生活や社会との関連を重視

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント

〇グラフなどを基に規則性や関係性を分析し解釈することや、化学基礎で学
んだ事柄と日常生活や社会を支えている科学技術との結びつきを表現する
ことは、相当数の生徒ができている。

〇化学反応を粒子のモデルで考え量的に捉えることや、観察・実験を伴う探
究の過程を通して結果から推論することについては、課題があると考えら
れる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・科学的に探究する学習の一層の充実を図るために、「探究の過程」を生
徒が主体的に展開していくことが大切である。その際、化学反応を粒子
で捉えるとともに生徒が自ら課題を設定し、計画を立案する場面を設定
した上で、観察・実験を行うことなどが考えられる。

・学習したことが自然の事物・現象と関連していることに気付かせ、化学
を学ぶことの意義や有用性を感じられるよう指導の充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト 高等学校/化学基礎）

「グラフなどを基に元素の規則性や関係性を分析し解釈すること」の
問題例（別紙１参照）

○今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視
した。

〇イオン化エネルギーの周期的変化を分析し解釈する問題を出題。
【通過率 77.2%】

「身の回りの食品の安全性等を保持する方法を表現すること 」の問題
例（別紙２参照）

○今回の学習指導要領の改訂に当たり、日常生活や社会との関連を重
視した。

○物質の性質を利用して身の回りの食品の安全性等を保持する方法を
問う問題を出題。

【通過率 74.7％】

「化学反応に関与する物質の量的関係について、化学反応式を用いる
こと」の問題例（別紙３参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視
した。

〇炭酸水素ナトリウムと塩酸を反応させたときに発生する二酸化炭素
の物質量を求める問題を出題。

【通過率 34.0％】
「中和滴定の実験結果から、溶液の濃度を推論すること」の問題例

（別紙４参照）
〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視

した。
○食酢の中和滴定の実験結果から、食酢のモル濃度を推論する問題を

出題。
【通過率 24.4％】

暫定版



「グラフなどを基に元素の規則性や関係性を分析し解釈すること」の問題例

【別添１】
別紙１（問題例）

化学基礎 グラフなどを基に元素の規則性や関係性を分析し解釈することを問う問題
〇イオン化エネルギーの周期的変化を分析し解釈することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

３

【正答】

【通過率 77.2％】



「身の回りの食品の安全性等を保持する方法を表現すること 」の問題例

【別添１】
別紙２（問題例）

化学基礎 身の回りの食品の安全性等を保持する方法を表現することについて問う問題
〇物質の性質を利用して身の回りの食品の安全性等を保持する方法を問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

【通過率 74.7％】 窒素充填

【正答例】



「化学反応に関与する物質の量的関係について、化学反応式を用いること」の問題例

【別添１】
別紙３（問題例）

化学基礎 化学反応に関与する物質の量的関係について、化学反応式を用いることについて問う問題
〇炭酸水素ナトリウムと塩酸を反応させたときに発生する二酸化炭素の物質量を問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

【正答】

【通過率 34.0％】

1.0



「中和滴定の実験結果から、溶液の濃度を推論すること」の問題例

【別添１】
別紙４（問題例）

化学基礎 中和滴定の実験結果から、溶液の濃度を推論することについて問う問題
〇食酢の中和滴定の実験結果から、食酢のモル濃度を推論することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

【通過率 24.4％】 7.00×10-2

【正答例】



○理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点から、理科の見方・考え方
を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事
物・現象について科学的に探究する学習を充実

○理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から、
日常生活や社会との関連を重視

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント

〇グラフなどで示された実験結果の情報を基に対照実験の条件を判断するこ
とや、日常生活と関連付けてヒトの体を守る仕組みの事例を理解すること
については、相当数の生徒ができている。

〇複数の生物の情報を基に生物に共通する特徴を考察して表現することや、
考察や推論の際に課題と正対した内容になっているかを検討して表現する
ことについては、課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・科学的に探究する学習のより一層の充実を図るために、これまで以上に
「探究の過程」を意識した「単元の指導と評価の計画」を作成するとと
もに、生徒にも「探究の過程」を意識させるような指導の工夫を行うこ
とが大切である。その際、「探究の過程」の一部を扱ったり重点を置い
たりする授業を計画して展開することが考えられる。

・学習内容によっては「探究の過程」において、単元の学習で重要となる
特徴や関係性を教師が初めから説明するのではなく、生徒に見いださせ
る学習活動が重要である。その際、生徒自身に気付かせたり、気付きか
ら特徴や関係性を考察させたりすることが考えられる。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト 高等学校/生物基礎）

「実験結果を示した資料を読み取り、対照実験の条件を判断するこ
と」の問題例（別紙１参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重
視した。

〇睡眠とホルモンの関係を考察する場面において、資料の情報を読
み取り、対照実験の条件を判断することを問う問題を出題。

 【通過率 ３(4) 71.0%】

「病原体などの異物が体内に侵入することを防ぐ仕組みについて、
理解すること」の問題例（別紙２参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、日常生活や社会との関連を
重視した。

○自然免疫のうち、物理的防御・化学的防御の事例についての知識
を問う問題を出題。 【通過率 ４(1) 86.9%】

「複数の生物のＤＮＡの塩基組成に関する情報から、ＤＮＡの特徴を
考察して表現すること」の問題例（別紙３参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視
した。

○ＤＮＡについて探究している場面において、４種類の生物のＤＮＡ
の塩基組成に関する情報から、ＤＮＡの特徴を考察して表現するこ
とを問う問題を出題。  【通過率 ２(1) 34.8%】

「他者の考察について、課題に正対した考察になっているかを検討す
ること」の問題例（別紙４参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視
した。

〇他の班の発表ポスターの内容について検討している場面において、
課題に正対した考察になっていない理由を表現することを問う問題
を出題。  【通過率 ６(3) 18.9%】

令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（理科 生物基礎）暫定版



・
・

「実験結果を示した資料を読み取り、対照実験の条件を判断すること」の問題例

別紙１（問題例）

生物基礎 睡眠とホルモンの関係について実験結果を示した資料を読み取り、対照実験の条件を判断することを問う問題
〇睡眠とホルモンの関係を考察する場面において、資料の情報を読み取り、対照実験の条件を判断することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

２

【正答】

【通過率 71.0％】



・
・

「病原体などの異物が体内に侵入することを防ぐ仕組みについて、理解すること」の問題例

別紙2（問題例）

生物基礎 病原体などの異物が体内に侵入することを防ぐ仕組みについて、理解しているかを問う問題
〇自然免疫のうち、物理的防御・化学的防御の事例についての知識を問う問題 
この問題から、生物や生物現象についての知識（知識及び技能）の育成の状況についてみる。

１、３

【正答】

【通過率 86.9％】



・
・

「複数の生物のＤＮＡの塩基組成に関する情報から、ＤＮＡの特徴を考察して表現すること」の問題例

別紙３（問題例）

生物基礎 複数の生物のＤＮＡの塩基組成に関する情報から、ＤＮＡの特徴を考察して表現することを問う問題
〇ＤＮＡについて探究している場面において、４種類の生物のＤＮＡの塩基組成に関する情報から、ＤＮＡの特徴を考察して表現するこ
とを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

どの生物のＤＮＡもアデニン（Ａ）とチミン（Ｔ）の割合（数）が
等しく、グアニン（Ｇ）とシトシン（Ｃ）の割合（数）が等しい。

【正答例】

【通過率 34.8％】



・
・

「他者の考察について、課題に正対した考察になっているかを検討すること」の問題例

別紙４（問題例）

生物基礎 他者の考察について、課題に正対した考察になっているかを検討することを問う問題
〇他の班の発表ポスターの内容について検討している場面において、課題に正対した考察になっていない理由を表現することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。

シャチとラッコの捕食と被食の関係について
触れていない

【正答例】

【通過率 18.9％】



令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（理科 地学基礎）

「地球内部の区分について探究の基盤となる知識・技能を身に
つけること」の問題例（別紙１参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視した。
〇探究の基盤となる知識及び技能に関連して、地球の層構造を問う問題を

出題。【通過率77.9％】

「地球温暖化に伴う気象災害について理解すること」の問題例
（別紙２参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、日常生活や社会との関連を重視し
た。

〇日常生活や社会に関連し、地球温暖化に伴い発生する可能性のある気象
災害について、気象現象と災害との関連を検討することを問う問題を
出題。【通過率81.6％】

○理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点から、理科の見方・考え方
を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解
釈するなどの科学的に探究する学習を充実

○理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から、
日常生活や社会との関連を重視

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント

「地球の大きさの測定についての計画を立案することや、計
画を評価・選択・決定すること」の問題例（別紙３参照）

○今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視し
た。

○地球の大きさの測定方法について、計画の問題点を見いだし、改善
点を表現することを問う問題を出題。【通過率 19.3％】

「地球規模の降水量と蒸発量に関する資料を読み解き、特徴
を見いだすこと」の問題例（別紙４参照）

○今回の学習指導要領の改訂に当たり、科学的に探究する学習を重視し
た。

○資料を基に緯度による降水量と蒸発量の違いを見いだし、それらの大
小関係を表現することを問う問題を出題。【通過率 24.4％】

〇地球内部の層構造についての探究の基盤となる基本的な知識及び技能を身
につけることや、地球環境の変化に伴い発生する自然災害について理解す
ることについては、相当数の生徒ができている。

〇地球の大きさを測定する実験を計画し、その妥当性を評価し、改善策を考
えることや、緯度ごとの降水量や蒸発量に関する資料を基に特徴を見いだ
すことについては、課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・探究の過程を重視し、生徒自らが観察・実験の計画を立案したり、それ
らを評価・選択・決定したりできるよう、主体的な探究活動の充実を図
る。

・資料を基に状況を判断したり、自ら必要なデータを収集して、分析し、
解釈したりする学習活動を繰り返すことによって、地球や地球を取り巻
く環境に関する概念を形成させる指導が重要である。

・日常生活や社会との関連を理解させるには、事象の因果関係や、時間的
・空間的なつながりを意識させる指導が重要である。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト 高等学校/地学基礎）

暫定版



「地球内部の区分について探究の基盤となる知識・技能を身につけること」の問題例

【別添１】

【正答】

２ 【通過率 77.9％】

別紙１（問題例）

地学基礎 地球内部の区分について探究の基盤となる知識・技能を身につけることに関する問題
〇探究の基盤となる知識・技能に関連して、地球の層構造を問う問題
この問題から、探究の基盤となる基本的な知識・技能の状況についてみる。



「地球温暖化に伴う気象災害について理解すること」の問題例

【別添１】

【正答】

４ 【通過率 81.6％】

別紙２（問題例）

地学基礎 地球温暖化に伴う気象災害について理解することに関する問題
〇日常生活や社会に関連し、地球温暖化に伴い発生する可能性のある気象災害について、気象現象と災害との関連を検討することを問う問題
この問題から、地球や地球を取り巻く環境についての知識（知識及び技能）の育成の状況についてみる。



「 地球の大きさの測定についての計画を立案することや、計画を評価・選択・決定すること」の問題例

【別添１】

【正答例】
正しく南北

【通過率 19.3％】

別紙３（問題例）

地学基礎 地球の大きさの測定についての計画を立案することや、計画を評価・選択・決定することに関する問題
〇地球の大きさの測定方法について、計画の問題点を見いだし、改善点を表現することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。



「地球規模の降水量と蒸発量に関する資料を読み解き、特徴を見いだすこと」の問題例

【別添１】

【正答例】
熱帯収束帯では蒸発量よりも降水量が多くなりやすく、
亜熱帯高圧帯では蒸発量よりも降水量が少なくなりやすい。

【通過率 24.4％】

別紙４（問題例）

地学基礎 地球規模の降水量と蒸発量に関する資料を読み解き、特徴を見いだすことに関する問題
〇資料を基に緯度による降水量と蒸発量の違いを見いだし、それらの大小関係を表現することを問う問題
この問題から、科学的に探究する力（思考力、判断力、表現力等）の育成の状況についてみる。
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